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①著書（単著,  共著,  分担執筆,  翻訳）

・青木康太朗：子どもと関わるボランティア活動とは・子どもと関わるボランティア活動の場

所と時間，国立青少年教育振興機構，青少年教育施設ボランティア養成研修テキスト2015年

度，24-31，2015. 4.

・青木康太朗：指定管理者制度を導入した青少年教育施設における安全管理と職員研修の在り

方，国立教育政策研究所社会教育実践研究センター，社会教育施設における職員養成の在り

方〜指定管理者制度を通して見た社会教育施設における職員養成に関する調査研究報告書

〜，75-78，2015. 5.

・青木康太朗：対象を特化した青少年教育施設・女性教育施設の役割，鈴木眞理，井上信良，

大木真徳編著，講座 転換期の社会教育，学文社，74-94，2015. 11.

・小坂井留美，川初清典：人間科学の百科事典，丸善出版，身体サイズ　98-100（全782頁），

2015. 1.

・後藤俊ら14名，永谷稔（11番目）共著：バレーボールジュニアキャンプハンドブック2015第

29訂版，正文舎，担当 6-7，2015. 7. 20．

・和史朗（分担執筆）：肢体不自由者の雇用，よくわかる肢体不自由教育，ミネルヴァ，担当

200-201，2015. 4. 

・西村貴之：すべての若者が生きられる未来を─家族・教育・仕事からの排除に抗して，共著，

岩波書店，63-66，91-94，117-120，141-144，201-204（全20頁），2015. 9.

・花井篤子：ウォーターエクササイズ，中村敏雄・髙橋建夫・寒川恒夫（編），21世紀スポー

ツ大事典，大修館，担当. 1009a（P1378），2015. 1．

・水野信太郎（共著）：国文学年次別論文集 「近代Ⅴ」（平成23年），編集：学術文献刊行会，発行：

朋文社，担当 295-312（全頁数18）北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活　─石川啄木

との比較を中心にして─  および  「一握の砂」  発刊百年後の北海道と盛岡，2015. 7. 

・水野信太郎（共著）：北陸新幹線沿線パノラマ地図帖　鳥瞰図でめぐる昭和の東京〜北陸，

編集：能登印刷出版部，発行：能登印刷出版部，担当 6-7（全頁数2）初三郎の鳥瞰図を読

み解く，吉田初三郎にみるわが国鳥瞰図の動向と美しい戦前日本の姿，2015. 8. 16.

・水野信太郎（共著）：2015赤煉瓦ネットワーク舞鶴大会  “赤煉瓦ネットワークの未来を語り

交流する”，編集：特定非営利活動法人赤煉瓦倶楽部舞鶴，発行：2015赤煉瓦ネットワーク

舞鶴大会実行委員会，担当 2（全頁数）森口さんのこと，2015. 11. 14.

・吉田真，吉田昌弘：スポーツ外傷・障害の理学診断・理学療法ガイド 第２版，Ⅳ競技復帰

直前のトレーニング　５スキー，文光堂，490-494，2015. 5.

・吉田昌弘：Sports Therapy Seminar Series 8　骨盤・股関節・鼠径部のスポーツ疾患治療

の科学的基礎，NAP，編集担当 「筋障害」，3-29，2015. 3.

平成27年研究教育活動（2015. １.1〜2015.12.31）
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②原著論文（査読つき）

・白川和希，上田知行，井出幸二郎，加藤満，大宮哲，須田力：雪上での異なる歩行具の使用

が呼吸循環器系パラメータに及ぼす影響について，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セン

ター年報６，7-13，2015. 10.

・川初清典，須藤拓也，岡本祐一郎，工藤真斗，龍田記方，森誠，宮本将典：体の滑らない動

きの重要性のために．日本リハビリテーション工学協会誌　30（3），75-78，2015.

・黒澤直子：認知症の家族介護における社会福祉専門職の支援に関する一考察　−北海道認知

症の人を支える家族の会会員への調査から−，北海道地域福祉研究18，38-45，2015. 3.

・入江由香子，亀井智子，梶井文子，杉本知子，糸井和佳，山本由子，千吉良綾子，小坂井留美：

多因子介入プログラムで構成する転倒骨折予防実践講座が在宅高齢者の体力に及ぼす影響　

〜都心部で開催したPeople-Centered Care事業における実践報告〜．聖路加看護学会誌19，

19-25，2015. 5.

・中島そのみ，大柳俊夫，中村裕二，瀧澤聡，池田千紗，仙石泰仁：健常児･者における描画

中の運筆遂行能力の発達特徴，日本発達系作業療法学会誌，３（１），46-52，2015. 3.

・近藤雄一郎，竹田唯史：男子アルペンスキー選手の体力特性とFISポイントとの関連性につ

いて，スキー研究，12（1）， 51-60，2015. 10. 

・山津幸司，花井篤子：メタボリックシンドローム者に対する在宅個別運動と集団運動教室

の身体活動と減量の長期効果の検討，九州地区国立大学教育系・文系研究論文集，2，1-13，

2015.

③一般論文

・青木康太朗，横山誠：自然体験活動指導者の安全管理能力向上に関する基礎的研究，笹川ス

ポーツ財団，2014年度笹川スポーツ研究助成研究成果報告書，250-258，2015. 4.

・青木康太朗，粥川道子，安原政志，佐藤悦子：雪を使った外遊びプログラム「スノーゲーム」

の開発，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報６，73-83，2015. 10.

・井出幸二郎，上田知行，小坂井留美，小田史郎，本多理沙，竹田唯史，増山尚美，竹内晶：

平成26年度月形健康づくり・体力づくり推進事業実施報告，北翔大学生涯スポーツ学部研究

紀要６，85-90， 2015. 3. 

・沖田孝一，高田真吾，門口智奏，森田憲輝，井出幸二郎，川初清典：糖質制限は心臓リハビ

リテーションにおいて有効かあるいは支障になるのか？　心臓リハビリテーション20，56-

59，2015.

・風間雅江，八巻貴穂，本間美幸：訪問介護員のバーンアウトに関与する要因，北翔大学人間

福祉研究18， 33-44，2015. 3.

・梶晴美：重症心身障がい者の自立生活における家族以外によるケアマネジメントの可能性〜

意思疎通が困難な事例のPA介助者へのインタビューより〜，人間福祉研究18，45-52，2015. 3．
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・川初清典，山本敬三，竹田唯史，晴山紫恵子：C.Cスキーグリップゾーンに鮫鱗皮を張り付

けた模型スキーの滑走性向上の基礎的試験．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報

６，19-20，2015. 10.

・黒澤直子：認知症家族介護者における困難への対処〜家族会への調査から〜，人間福祉研究

18，107-114，2015. 3.

・小坂井留美，永川ひとみ：高齢期までの運動継続とQOLとの関連−北海道の高齢女性の語

りから−．北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６，1-12，2015. 3.

・小坂井留美，上田知行，井出幸二郎，小田史郎，本多理紗，相内俊一: 北海道の在宅高年齢

者における体力測定継続に関連する身体・行動要因．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セン

ター年報６，55-60，2015. 10.

・佐藤至英・佐々木芙希子：特別支援学校教師の精神的健康に関する現状，北翔大学大学院人

間福祉学研究科臨床心理センター紀要，7・8合併号，19-27，2015. 3. 

・佐藤至英：自閉症スペクトラム障がい児の対人関係におけるフリー ･オペラント技法の効

果，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６，43-50，2015. 3. 

・杉岡品子：不登校の児童・生徒への森田療法的アプローチ，関西国際大学カウンセリング研

究所紀要３，24-44，2015. 3.

・田中謙，瀧澤聡：福祉行政・教育行政・医療行政下での幼児ことばの教室の展開過程の特

質：北海道における設置および経営形態に焦点を当てて，山梨県立大学人間福祉学部紀要

10，25-40，2015. 3.

・瀧澤聡，佐藤満雄，小島利佳，和史朗：大学の一研究室を拠点にした発達障害児等の支援I

−関わる者たちの自己肯定感を育成するきっかけ作り−，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀

要６，59-72，2015. 3.

・瀧澤聡，小野寺基史，田中謙：言語障害通級指導教室（ことばの教室）で指導を受けた高機

能自閉症児の内面性変容とその影響−指導実践記録の整理とインタビュー結果から−，北翔

大学生涯学習システム学部研究紀要15，175-190，2015. 3.

・瀧澤聡，小野寺基史，田中謙:「エピソード記述」による教育実践記録のリライトの意義と

活用：小学校にある発達障がい通級指導教室（まなびの教室）の事例から，人間福祉研究

18，157-168，2015. 3.

・大宮真一，晴山紫恵子，石井由依，増山尚美，竹田唯史，山本公輔：江別市における児童の

体力向上に関する研究（第11報）─A小学校における. 「朝の運動遊び」の異学年交流実践

プログラム─，北翔大学短期大学部研究紀要53， 21-36， 2015. 3.

・竹田唯史，石井由依，増山尚美，大宮真一，晴山紫恵子，山本公輔：江別市における児童の

体力向上に関する研究（第12報）−A小学校における朝運動プログラムの実践−，北翔大

学生涯スポーツ学部研究紀要６，13-27，2015. 3. 

・Chiba, N. ：The Glocalization and Management of Professional Basketball Leagues: The 
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Euroleague, National Basketball League of Australia and bj-league of Japan, Asia Pacific 

Journal of Sport and Social Science, Volume 4, Issue 2,  134-143, 2015. 8.

・千葉直樹，永谷稔：札幌のプロバスケットボールチームにみる観戦者特性の変化に関する研

究−レラカムイ北海道からレバンガ北海道へのチーム変更に伴う観戦者の変化に着目して

−，スポーツ産業学研究25（２），327-336，2015. 9.

・永谷稔：学校運動部活動と総合型地域スポーツクラブの連携について−都市と地方都市クラ

ブにおける事例比較−，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６，29-36，2015. 3. 25．

・和史朗：肢体不自由特別支援学校に在籍する児童生徒を対象としたベースボール型競技の指

導，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６，51-58，2015. 3. 

・和史朗，松村美佳子，瀧澤聡：大学生を対象とした「障がい者スポーツ」の指導に関する研

究，北翔大学生涯スポーツ研究センター年報６，97-102，2015. 10. 

・西村貴之：通信制高校の制度および生徒の多様性をふまえたカリキュラムのあり方の検討─

体育科教育に着目して─，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報６，103-114.

・廣田修平，菊地はるひ，北村優明，大宮真一：北海道における競技スポーツのジュニア期で

の課題，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６，91-100，2015. 3．

・水野信太郎：人物像木版画制作の試み　スポーツ学生の体験学習，北翔大学生涯学習システ

ム学部研究紀要15,  159-174，2015. 3. 24.

・水野信太郎：詩人・建築家：立原道造の百年　─啄木故郷を最期に訪ねて─，北翔大学生涯

学習システム学部研究紀要15， 191-198，2015. 3. 24.

・杉浦正人・水野信太郎：地域資源としての札幌軟石に関する考察　─札幌市における建物の

分布をとおして─，北翔大学北方圏学術情報センター年報７，109-122，2015. 10. 20.

・水野信太郎：新美南吉ゆかりの建築たち　─ビール会社と教員時代の下宿─，北翔大学北方

圏学術情報センター年報７， 171-174，2015. 10. 20.

・水野信太郎：れんがの話，建設コンサルタンツ協会会誌 Civil Engineering Consultant，編集

会誌編集専門委員会，一般社団法人建設コンサルタンツ協会，12-17，2015. 10. 15.

・八巻貴穂：訪問介護員の仕事のやりがい感に影響を及ぼす要因，北翔大学人間福祉研究18，

137-146，2015. 3.

・横山茜理：バスケットボール競技のスポーツ合宿地としての可能性−北海道における事例比

較−，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６，37-42，2015. 3.

・吉田真，吉田昌弘，山本敬三：ベンチエクササイズにおける上下肢挙上に伴う骨盤肢位制御，

北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６， 73-78，2015. 3.

④学会発表（口頭発表・ポスターセッション）

・青木康太朗，横山誠，粥川道子：自然体験活動における安全教育が参加者の危険察知能力の

向に及ぼす影響，関西野外活動ミーティング2015，大阪府立男女共同参画・青少年センター，
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2015. 3.

・青木康太朗，横山誠，粥川道子：キャンプにおける安全教育が参加者の危険認知能力の向上

に及ぼす影響，Camp Meeting in Japan 2015，国立オリンピック記念青少年総合センター , 

2015. 5.

・青木康太朗，横山誠，粥川道子：自然体験活動の監視活動における指導者の視線行動に関す

る研究，日本野外教育学会第18大会，国立阿蘇青少年交流の家，2015. 6.

・青木康太朗，竹田唯史，粥川道子：雪を使った外遊びプログラム「スノーゲーム」の開発，

平成27年度北海道体育学会第55回大会，名寄市立大学，2015. 11.

・小田史郎，佐々木浩子，上田知行，高橋克年：積雪寒冷地域の冬季における身体活動量と睡

眠との関係について，日本睡眠学会第40回定期学術集会，宇都宮市，2015. 7. 2-3. 

・小田史郎，小川裕美：積雪寒冷地域における冬季の運動阻害要因について，第70回日本体力

医学会大会，和歌山市，2015. 9. 18-20. 

・小川裕美，小田史郎：運動を阻害する決定的な要因に関する研究，第70回日本体力医学会大

会，和歌山市，2015. 9. 18-20. 

・風間雅江，八巻貴穂，本間美幸：訪問介護員におけるバーンアウト−雇用形態による比較と

心理特性との関係−，日本心理学会第79回大会（名古屋市・名古屋大学）， 2015. 9.

・岡本祐一郎，須藤拓也，工藤真斗，前田諭志，阿部史，川初清典，堀田大介，菊池健次郎，

大堀克己：維持期心リハ患者に対する室内と野外プログラムが心理面に及ぼす効果につい

て．第21回日本心臓リハビリテーション学会学術集会プログラム，P167，博多，2015.

・須藤拓也，工藤真斗，岡本祐一郎，阿部史，川初清典，堀田大介，菊池健次郎，大堀克己：

野外プログラムが維持期心臓リハビリの継続に及ぼす影響．第2 １回日本心臓リハビリテー

ション学会学術集会プログラム，P169，博多，2015.

・岡本祐一郎，須藤拓也，工藤真斗，阿部史，川初清典，大堀克己：当院心臓リハビリテーシ

ョン患者におけるロコモティブシンドローム予防の取り組み．第34回日本臨床運動療法学会

学術集会プログラム・抄録集，P97，仙台，2015.

・工藤真斗，須藤拓也，岡本祐一郎，川初清典，阿部史，大堀克己：心疾患患者における野外

での運動療法後の気分変化について〜実施場所の相違による検討．第34回日本臨床運動療法

学会学術集会プログラム・抄録集，P94，仙台，2015.

・井南拓，阿部史，前田諭，川初清典，堀田大介，菊池健次郎，大堀克己：維持期心臓リハビ

リテーションを継続している患者の腎機能の推移について．第35回札幌市病院学会大会抄録

集P116，札幌，2015.

・工藤真斗，須藤拓也，岡本祐一郎，川初清典，阿部史，堀田大介，菊池健次郎，大堀克己：

パークゴルフによってもたらされる心理的改善効果の要因について．第35回札幌市病院学会

大会抄録集P189，札幌，2015.

・須藤拓也，工藤真斗，岡本祐一郎，川初清典，阿部史，堀田大介，菊池健次郎，大堀克己：
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野外プログラムが外来リハビリ継続に及ぼす影響．第35回札幌市病院学会大会抄録集P190-

191，札幌，2015.

・工藤四海，小野寺恒見，川初清典：空手道寒稽古の安全性に関する実践的研究．スポーツ

整復療法学研究　第17巻第２号，P107（第17回日本スポーツ整復療法学会大会号），宝塚，

2015.

・小野寺恒見，川初清典：市民マラソン走者の下肢の機能的傷害と出現愁訴の関係の実践的研

究．スポーツ整復療法学研究　第17巻第２号，P106（第17回日本スポーツ整復療法学会大

会号），宝塚，2015.

・佐藤勇治，工藤四海，小野寺恒見，川初清典：北海道空手道選手権大会における発生外傷．

スポーツ整復療法学研究　第17巻第２号，P95（第17回日本スポーツ整復療法学会大会号），

宝塚，2015.

・住吉良太，前田諭，阿部史，河村圭央，須藤拓也，工藤真斗，岡本祐一郎，川初清典，堀田大介，

菊池健次郎，大堀克己：第４回日本ノルディックウォーキング学会学術大会，札幌，2015.

・川初清典，大堀克彦：招待シンポジスト，心臓リハビリのスポーツに見るベネフィットとリ

スク管理〜ドイツ方式に習う“札幌モデル”の振り返りと課題．第21回日本心臓リハビリテ

ーション学会学術集会，プログラム，P42，福岡，2015.

・川初清典：招待シンポジウムコーディネータ，更なる発展のための工夫とピットフォール．

第４回日本ノルディックウォーキング学会学術大会，札幌，2015.

・川初清典：学会座長，セッション：一般演題，テーマ：高齢者・低体力者：第34回日本臨床

運動療法学会学術集会，仙台，2015.

・黒澤直子：認知症の発症初期段階で家族介護者が社会福祉専門職に求める支援，第16回日本

認知症ケア学会，札幌市，2015. 5. 23-24.

・Hirano T, Kozakai R：Relationship between parental awareness of physical activity 

during their child's early childhood and motor skills in later childhood, The 20th Annual 

Congress of the European College of Sports Science （Malmö）， 2015. 6. 

・小坂井留美，上田知行，井出幸二郎，小田史郎，本多理紗，相内俊一：北海道在宅高年齢者

における世帯構造と生活状況・運動能力との関連，第70回日本体力医学会，和歌山， 2015. 9

・杉岡品子：シンポジウム指定等論者，野外教育における心理臨床的アプローチ〜思春期を生

きる子どもの身体に学ぶ〜，日本野外教育学会第18回大会，熊本・国立阿蘇青少年交流の家，

2015. 6. 19-21. 

・杉岡品子：ワークショップ講師，神経質者、集まれ!!─外来の森田療法を‘お題目’で行わ

ないために─，日本ブリーフサイコセラピー学会第25回札幌大会，札幌・北星学園大学，

2015. 718-20.

・Takeda Tadashi, Sato Rohei, Umeda Chihiro, Onochi Shu：Teaching Program of Skiing 

for Beginners in the first grade of elementary school, Sports Coaching Science Conference, 
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National Taiwan Sport University, 2015. 5. （ Best poster presentation 受賞）．

・Onochi Shu, Takeda Tadashi, Sato Ryohei，：Coaching golf for beginners, Sports Coaching 

Science Conference, National Taiwan Sport University, 2015. 5. 

・Umeda Chihiro, Takeda Tadashi, Sato Ryohei, Onochi Shu：Teaching handball in the 

special-needs high school, Sports Coaching Science Conference, National Taiwan Sport 

University， 2015. 5. 

・Sato Ryohei, Takeda Tadashi, Kondo Yuichiro, Onochi Shu, Umeda Chihiro：Teaching the 

Soccer in junior high school, Sports Coaching Science Conference, National Taiwan Sport 

University, 2015. 5. 

・竹田唯史，山田雪花，佐藤亮平，梅田千尋，小野地柊，近藤雄一郎，進藤省次郎：体育授業

における教育内容・教材の順序構造とその構成方法について（５）−学校体育における空手

道における自由組手の指導方法について−，日本体育科教育学会第20回大会，横浜国立大学，

2015. 6. 

・竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平：小学校教員の誰もが指導可能なスキー教授プログラムの

作成（第２報）−小学１年生を対象とした初級過程の指導実践について−，日本体育学会大

会第66回大会，国士館大学，2015. 8. 

・小野地柊，竹田唯史：初心者対象としたゴルフ指導に関する研究，日本体育学会大会第66回

大会，国士館大学，2015. 8. 

・梅田千尋，竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平：高等特別支援学校におけるハンドボールの指

導実践，日本体育学会大会第66回大会，国士館大学，2015. 8. 

・小野地柊，竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平，梅田千尋：初心者対象としたゴルフ指導に関

する研究，北海道体育学会55回大会，名寄市立大学，2015. 11. 

・山田雪花，竹田唯史，佐藤亮平，近藤雄一郎，進藤省次郎：空手道の未経験者を対象とした

自由組手の指導に関する研究，北海道体育学会55回大会，名寄市立大学，2015. 11. 

・梅田千尋，竹田唯史，和史朗，近藤雄一郎，佐藤亮平，小野地柊，藤澤穂高，大内愛：高等

特別支援学校におけるハンドボールの指導実践，北海道体育学会55回大会，名寄市立大学，

2015. 11. 

・森敏，竹田唯史：GPSシステムを用いたキーワックトの検証，第26回冬季スポーツ科学フォ

ーラム2015（越後湯沢），2015. 8. 

・Chiba, N. ：A Study of Corporal Punishment Within Basketball Coaching in Japan’s Schools, 

World Congress of the Sociology of Sport （Paris, France・Paris Descartes University），

2015. 6.

・永谷稔：嘉納治五郎の学校運動部活動マネジメント思想，経営哲学学会第32回大会全国大会，

慶應義塾大学三田校舎，2015. 9. 9．

・永谷稔：学校運動部活動と総合型地域スポーツクラブの連携について−教育委員会および体
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育協会の方策との関連から−，日本体育スポーツ経営学会第37回大会，白鴎大学，2015. 3. 

21．

・永谷稔：Ｖプレミアリーグ男子におけるホームとホーム以外の試合観戦者特性について，日

本バレーボール学会第20回記念大会，早稲田大学，2015. 3. 8．

・松村美佳子，和史朗，竹田唯史：重度障害者を対象とした野球指導の実践方法に関する研

究（3）：ゴロ野球の指導を通した投球動作の改善，日本体育学会第66回大会，国士館大学，

2015. 8. 

・西村貴之：「生活保護受給有子世帯の子どもの就学・進学に関する現状と課題−A県におけ

る生活保護受給有子世帯に関わる関係機関調査の分析を中心に」，日本社会教育学会，第62

回大会（東京・首都大学東京），2015. 9. 19.

・花井篤子：アクアフィットネスを活用した多世代間交流，【シンポジウム17】健康づくりの

ためのアクアフィットネス〜リレープレゼンテーションによる最新知見の紹介（シンポジス

ト），第70回日本体力医学会大会，和歌山（於），2015. 9. 17.

・花井篤子：水中運動を活用した多世代間交流プログラムの運動強度，日本世代間交流学会第

6回全国大会，大阪（追手門学院大学），2015. 10. 3.

・水野信太郎：宮澤商店の白色を呈する煉瓦造倉庫２棟（賢治ゆかりの建築物　２），日本建

築学会北海道支部研究報告集　No. 88， 313-316，2015. 6. 27.

・水野信太郎・野口英一朗：安城高女教員時代の新美南吉居室（南吉ゆかりの建築物　３），

日本建築学会大会学術講演梗概集， 689-690，2015. 9. 4.

・野口英一朗・水野信太郎：旧カブトビール工場（半田赤レンガ建物）の旧状（南吉ゆかりの

建築物　４），日本建築学会大会学術講演梗概集， 713-714，2015. 9. 4.

・八巻貴穂：介護専門職の仕事のやりがい感に影響を及ぼす要因−施設介護員と訪問介護員と

の比較による検討−，日本介護福祉学会第23回大会（金沢・金沢市文化ホール），2015. 9.

・山本敬三，竹田唯史：タブレット端末と家庭用ビデオゲーム機のコントローラを用いた簡易

動作分析システムの開発，日本体育学会大会第66回大会，国士館大学，2015. 8. 

・中川喜直，山本敬三，竹田唯史，相原博之：スキーターン中の荷重イメージと足圧荷重−

GSゲートとフリー滑走のケース−，日本スキー学会2015年度研究会（中央大学），2015. 9. 

・横山茜理，石澤伸弘，関朋昭：北海道における「スポーツ合宿」の実態調査①−実施自治

体のニーズに着目して−：日本生涯スポーツ学会　第17回大会（鹿児島・鹿屋体育大学），

2015. 11.

・横山茜理，永谷稔：北海道における子どもの体力・運動能力向上のための現状と課題−積雪

寒冷圏との比較事例−：北海道体育学会　第55回大会（名寄・名寄市立大学），2015. 11.

・Masahiro Yoshida, Makoto Yoshida, Masaki Katayose：The characteristic of the angle of 

the ankle joint in individuals with chronic ankle instability during lateral hop maneuver, 

International Coaching Science Conference, Taiwan, 2015. 5.
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・Yasuhito Inagawa, Makoto Yoshida, Masahiro Yoshida, Keizo Yamamoto：Comparisons of 

the tensile force of anterior cruciate ligament during drop jumping tasks，第４回日本アス

レティックトレーニング学会学術集会（千葉県・流通経済大学新松戸キャンパス），2015. 7.

・中峰夕貴，吉田昌弘，中島千佳，平野原美南子，吉田真：バドミントンの競技特性が下肢筋

パワーおよび大腿周径に与える影響，第４回日本アスレティックトレーニング学会学術集会

（千葉県・流通経済大学新松戸キャンパス），2015. 7.

・吉田昌弘：大学生アスリートに対する足関節捻挫予防の取り組み，早稲田大学・札幌医科大

学スポーツ医科学研究会 2015，東京，2015. 1.

・Masahiro Yoshida, Makoto Yoshida, Masaki Katayose：The characteristic of the angle of 

the ankle joint in individuals with chronic ankle instability during lateral hop maneuver, 

International Coaching Science Conference, Taiwan, 2015. 5.

・中峰夕貴，吉田昌弘，中島千佳，平野原美南子，吉田真：バドミントンの競技特性が下肢筋

パワーおよび大腿周径に与える影響.

⑤報告（研修報告）

・井出幸二郎，上田知行，小坂井留美，本多理紗，小田史郎，相内俊一．１年間の地域まるご

と元気アッププログラム参加が高齢者の認知機能に及ぼす影響．北翔大学北方圏生涯スポー

ツ研究センター年報６，51-53，2015. 10.

・井出幸二郎，上田知行，小坂井留美，小田史郎，本多理紗，竹田唯史，増山尚美，竹内晶．

平成25年度月形健康づくり・体力づくり推進事業実施報告．北翔大学生涯スポーツ学部研究

紀要６，85-90，2015. 3.

・上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，小田史郎，小田嶋政子，本間美幸，佐藤郁子，佐々木

浩子，本多理紗，相内俊一：平成26年地域まるごと元気アッププログラム体力測定会実施報

告，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報６，45-46，2015. 10.

・上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，小田史郎，小田嶋政子，本間美幸，本多理紗，相内俊

一：介護予防運動プログラム指導者への研修プログラムの作成，北翔大学北方圏生涯スポー

ツ研究センター年報６，47-50，2015. 10.

・小坂井留美，上田知行，井出幸二郎，小田史郎，本多理紗，相内俊一：北海道の在宅高年齢

者における体力測定継続に関連する身体・行動要因，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セン

ター年報６，55-59，2015. 10.

・青木康太朗，粥川道子：平成26年度野外教育実習実践報告書，北翔大学野外教育研究会，監

修，2015. 3（共著）.

・佐藤至英：ホームレスに対する地域生活への移行支援（2）−キリスト教団体による人間関

係の回復−，北翔大学北方圏学術情報センター年報６，41-44，2015. 10. 20. 

・杉岡品子：子どものこころ，CAMPING第168号，公益社団法人日本キャンプ協会，2-3，
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2015. 12.

・竹田唯史，後藤永行，佐藤亮平，近藤雄一郎，進藤省次郎：体育授業における教育内・教材

の順序構造とその構成方法について（４）−ラクロスの教材化を目指した授業実践−体育科

教育学研究31，No. 1, 80，2015. 3. 

・竹田唯史，綿谷美佐子，吉岡翼，近藤雄一郎，山本敏美，吉田昌弘，吉田真：スノーボードジュ

ニア選手を対象としたトレーニング実践と体力特性について，北翔大学北方圏生涯スポーツ

研究センター年報６，21-28，2015. 10.

・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，吉田真，吉田昌弘，山本敏美：スキー選手を対象とした

体力測定とトレーニング指導に関する研究，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報

６，29-36， 2015. 10.

・花井篤子：健康運動を活用した世代間交流プログラムのあり方，北翔大学北方圏生涯スポー

ツ研究センター年報６，79-81，2015. 10.

・廣田修平，菊地はるひ，北村優明，大宮真一：北海道における競技スポーツのジュニア期で

の課題，北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要６， 91-100，2015. 3.

・水野信太郎（聞き手）：インタビュー「私の歩んだ道」東濃での教員生活と産業遺産調査と

石器採集と　田口憲一さん，産業遺産研究，第22号，編集：産業遺産研究　編集委員会，発

行：中部産業遺産研究会，55-59，2015. 7. 22.

・吉田真，松本尚，浮城健吾，吉田昌弘，竹田唯史：北海道フリースタイルスキーモーグル選

手を対象とした体力向上のためのトレーニング効果，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セン

ター年報６，37-40，2015. 10.

・吉田昌弘，吉田真，山本敬三，竹田唯史：北翔大学における学生競技者の体力・運動能力調

査2014-2015，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報６，41-44，2015. 10.

⑥教育実践（ひらめき☆ときめき，出張講義，公開・市民講座，教育免許状更新講習，各教育

委員会主催各種教員研修，各種教育実践講演，その他）

・青木康太朗：スノーシュー体験会，スポルクラブ，江別市・野幌森林公園，2015. 1. 31.

・青木康太朗：ひまわり交流クラブ運動会，奈井江町健康ふれあい課，奈井江町・公民館，

2015. 3. 20.

・青木康太朗：グループエンカウンター，北海道札幌東陵高等学校，札幌市・NTT北海道セ

ミナーセンタ，2015. 4. 16.

・青木康太朗：仲間づくりに役立つコミュニケーションゲーム，北海道女子体育連盟，札幌市・

北海道武蔵野女子短期大学，2015. 4. 18.

・青木康太朗：ゆーすぴあ・ボランティア塾【基礎編】，ボランティア活動の意義（講義），国

立大雪青少年交流の家，北海道・国立大雪青少年交流の家，2015. 5. 23.

・青木康太朗：北翔大学オープンキャンパス模擬授業，誰でも楽しめるニュースポーツ，北翔
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大学，江別市・北翔大学，2015. 7. 19.

・青木康太朗：社会教育主事講習A，青少年の体験活動の意義と実際，国立教育政策研究所社

会教育実践研究センター，静岡県・国立中央青少年交流の家，2015. 7. 31.

・青木康太朗：HOPEアウトドアインストラクター基礎講習会，リスクマネジメント概論，自

然体験活動指導論Ⅰ，NPO法人モモンガくらぶ，登別市・登別ネイチャーセンターふぉれ

すと鉱山，2015. 8. 4-5.

・青木康太朗：教員免許状更新講習＜選択領域＞，子どもの心と体の育ち─子どもの心をはぐ

くむ体験活動─，北翔大学，江別市・北翔大学，2015. 8. 10.

・青木康太朗：自然体験活動指導者養成研修会（NEALリーダー養成），自然体験活動の特質，

自然体験活動の指導，国立大雪青少年交流の家，北海道・国立大雪青少年交流の家，2015. 9. 

20.

・青木康太朗：根室管内高等学校教育研究会保健体育部会研究会，誰でも楽しめるニュース

ポーツ，根室管内高等学校教育研究会，北海道・北海道標津高等学校，2015. 10. 1.

・青木康太朗：らくらく軽登山，スポルクラブ，小樽市・塩谷丸山，2015. 10. 3.

・青木康太朗：平成27年度教員免許状更新講習，子供の体験活動に関する現状と課題（講義），

自然体験活動の実際Ⅰ・Ⅱ（演習），国立日高青少年自然の家，日高町・国立日高青少年自

然の家，2015. 10. 10-12.

・青木康太朗：北海道アウトドアフォーラム2015，北海道型アウトドアネットワークについて

話そう（創造型ワークショップ），北海道アウトドアフォーラム実行委員会，日高町・国立

日高青少年自然の家，2015. 11. 6.

・青木康太朗：みなクルカップ，奈井江町健康ふれあい課，奈井江町・交流センターみなクル，

2015. 11. 11.

・青木康太朗：平成27年度北海道青少年教育施設協議会職員研修会，野外活動におけるリスク

マネジメント（講義），野外活動の実際とリスクマネジメント（演習），北海道青少年教育施

設協議会，砂川市・北海道青少年体験活動支援施設ネイパル砂川，2015. 11. 17.

・青木康太朗：平成27年度月形PTA連合研究大会，現代の子供たちに必要な体験とは？，月

形PTA連合会，月形町・月形町交流センターつき・あえーる，2015. 11. 28.

・井出幸二郎：高大連携事業，トレーニング論，恵庭南高等学校，2015. 6. 23.

・井出幸二郎：高大連携事業，専門演習体験，恵庭南高等学校，2015. 9. 1.

・井出幸二郎：体験授業，敏捷性を高めるトレーニング，札幌あすかぜ高校，2015. 6. 17.

・井出幸二郎：体験授業，敏捷性を高めるトレーニング，札幌新陽高校，2015. 6. 18.

・井出幸二郎：体験授業，敏捷性を高めるトレーニング，江別高校，2015. 6. 25.

・井出幸二郎：体験授業，敏捷性を高めるトレーニング，江別第二中学校，2015. 7. 2.

・井出幸二郎：体験授業，敏捷性を高めるトレーニング，中標津中学校，2015. 7. 8.

・井出幸二郎：体験授業，敏捷性を高めるトレーニング，大曲中学校，2015. 8. 25.
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・井出幸二郎：体験授業，敏捷性を高めるトレーニング，札幌創成高校，2015. 10. 30.

・井出幸二郎：出前授業，スピード・アジリティ・クイックネスを高めるトレーニング，深川

西高等学校，2014. 10. 16.

・上田知行：健康づくり＆あなたの体力は？「健康についてのお話し」，別海町健康づくり協

会JANE，別海町・別海町中央公民館，2015. 1. 25.

・上田知行：利尻富士町水中運動・介護予防教室レベルアップ講座，利尻富士町福祉課，利尻

富士町，2015. 3. 5-6.

・上田知行：積丹町特定保健指導初回面接，積丹町国民保険課，積丹町・積丹町総合文化セン

ター他，2015. 3. 11.

・上田知行：池田町ふれあいたすけあいのつどい，生涯元気で過ごすカラダの動かし方〜「ま

る元」プログラムの可能性，池田町・池田町社会福祉協議会，池田町・池田町田園ホール，

2015. 3. 15.

・上田知行：寿都町総合体育館活用イベント，あそび場，寿都町教育委員会，寿都町，2015. 

5-2016. 3.

・上田知行：寿都町総合体育館活用プログラム，さわやか元気塾〜＜歩くを極める＞＜男の筋

トレ＞＜ぱわふる運動教室＞，寿都町教育委員会，寿都町，2015. 5-2016. 3.

・上田知行：寿都町健康づくり支援プログラム，水中運動教室，健康体力相談会，健康講演会，

寿都町教育委員会，寿都町，2015. 5-2016. 3.

・上田知行：厚別区健康づくり研修会，健康づくりはまちづくり，札幌市厚別区保健福祉部，

札幌市，2015. 6. 24.

・上田知行：赤平市水中運動教室，赤平市介護健康推進課，赤平市，2015. 7-8.

・上田知行：足寄町介護支援ボランティア養成講座，足寄町社会福祉協議会，足寄町，2015. 8.

・上田知行：網走市健康プール活用健康づくり事業，水中運動指導者講習会，網走市市民部健

康管理課，網走市，2015. 8. 22-23.

・上田知行：第４回2015ヘルスイノベーションカレッジ講演会，ノーステック財団，札幌市，

2015. 9. 13.

・上田知行：長沼町豊生大学，健康講座，長沼町教育委員会，長沼町，2015. 12. 15.

・小田史郎：教員免許更新講習会講師，子どもの睡眠問題と良好な睡眠ライフに向けての方策，

2015. 8. 10. 

・小田史郎：健康運動実践指導者実技試験（学内実施型），試験総括責任者，2015. 11. 14. 

・川初清典：講義，雪道の正しい歩き方や健康づくりの工夫，北海道電力KK，札幌市・北海

道電力KK本店７F講堂，2015. 2. 17.

・川初清典：講義，ウォーキングの文化的意義〜その歴史的背景，海外事情，小樽市，小樽市

主催平成27年度小樽健康づくりウォーキング推進事業，小樽健康づくりウォーキングサポー

ター養成講座，小樽市森の自然館研修室，2015．5. 15.
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・川初清典：講義，ウォーキング＆ノルディックウォーキングと介護予防〜転倒予防，認知症

予防チャレンジ，小樽市，小樽市主催平成27年度小樽健康づくりウォーキング推進事業，小

樽健康づくりウォーキングサポーター養成講座，小樽市保健所，2015. 5. 29.

・川初清典：実技，介護予防を目指すウォーキング＆ノルディックウォーキング，小樽市，小

樽市主催平成27年度小樽健康づくりウォーキング推進事業，小樽健康づくりウォーキングサ

ポーター養成講座，小樽公園，2015. 5. 29.

・川初清典：講義・実技，ノルディックウォーキングに関する理論及び実技，公益財団法人北

海道健康づくり財団，ノルディックウォーキング普及推進員養成講習会，斜里郡清里町トレー

ニングセンター，2015. 7. 4.

・川初清典：講義・実技，ウォーキング＆ノルディックウォーキング，小樽市，小樽市主催平

成27年度小樽健康づくりウォーキング推進事業，小樽健康づくりウォーキングサポーター

（H22〜26年度認定サポーター）認定更新研修，小樽市保健所，小樽公園，2015. 7. 4.

・川初清典：講義・実技，ウォーキング＆ノルディックウォーキングの寒冷期実施のために，

小樽市，小樽市主催平成27年度小樽健康づくりウォーキング推進事業，小樽健康づくりウォー

キングサポーター・フォローアップ研修，小樽市公会堂，2015. 12. 5.

・川初清典：放送大学非常勤講師：北海道学習センター・集中講義，北国のスポーツと健康，

放送大学，2015. 10−2016. 3.

・小坂井留美：高齢者ボランティア講座，いつでも・気軽に・健康体操〜喋って健康！動いて

健康！，足寄町社会福祉協議会，足寄町総合体育館，2015. 3. 16.

・小坂井留美：進路別ガイダンス，福祉・健康づくりの仕事とその魅力〜介護福祉士・社会福

祉士・健康運動実践指導者について〜，丘珠高等学校，札幌，2015. 6. 17.

・小坂井留美：高大連携事業恵庭南高校・大学で学ぶ，からだを支える筋肉・骨・脂肪＜身体

組成学＞，北翔大学スポル，2015. 8. 31.

・小坂井留美：北翔大学公開講座，今日からできる健康づくりで，長寿社会を元気に過ごそ

う！，北翔大学スポル，2015. 10. 31.

・佐藤至英：蘭越中学校体験授業，モチベーションをいかに高めるか，北翔大学，2015. 9. 4. 

・佐藤至英：札幌藻岩高等学校出張講義，モチベーションをいかに高めるか，札幌藻岩高等学

校，2015. 10. 30. 

・佐藤至英：教員免許状更新講習，子どもの変化についての理解（心理），北翔大学，2015. 8. 5. 

・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（前期），セルフイメージを変える（全2

回），北翔大学，2015. 5. 23，6. 20. 

・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（前期），「聖書」に学ぶ生きるヒント，

北翔大学，2015. 7. 4. 

・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（後期），セルフイメージを変える（全2

回），北翔大学，2015. 10. 10−11. 7. 
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・佐藤至英：北翔大学エクステンションセンター講座（後期），「聖書」に学ぶ生きるヒント，

北翔大学，2015. 11. 14. 

・佐藤至英：ボランティア向け基礎講習，江別市在宅福祉サービス公社日中一時支援事業セン

ターいきいき，2015. 6. 26. 

・杉岡品子：発達障害について，札幌市立発寒西小学校第2回校内学びの支援全体会，札幌市

立発寒西小学校， 2015. 1. 27. 

・杉岡品子：スクールカウンセリングの実際と保護者への対応の在り方，札幌市立発寒西小学

校第2回校内学びの支援全体会，札幌市市立発寒西小学校，2015. 11. 30. 

・杉岡品子：国立大雪青少年交流の家教育事業・「体験の風をおこそう」運動協賛事業講師，

自然体験指導者（NEALリーダー）養成事業，国立大雪青少年交流の家， 2015. 9. 19-21. 

・竹田唯史・晴山紫恵子・大宮真一・増山尚美・山本公輔：江別市内における児童生徒の体力

向上に関する実践的調査研究，江別市教育委員会，体力向上実践研修会，北翔大学，2015. 7. 

28. 

・竹田唯史：子どもの心と体の育ち，平成26年度教員免許状更新講習会，北翔大学，2015. 8. 

10. 

・永谷稔：体験授業，東京オリンピックにみるスポーツのマネジメント，旭川龍谷高校学校見

学会，2015. 11. 5．

・永谷稔：体験授業，スポーツのマネジメント，美唄東中学校学校見学会，2015. 10. 21．

・永谷稔：専門演習の学び，データバレーボールの実践，北翔大学高大連携事業（恵庭南高校），

2015. 8. 31．

・永谷稔：女子バレーボール部合同練習，北翔大学高大連携事業（室蘭東翔高校），2015. 9. 

13．

・永谷稔：講師，バレーボール実技，日本体育協会公認バレーボール指導員講習会，北野第中

学校，2015. 9. 19．

・永谷稔：講師，バレーボール実技・理論，平成26年度宗谷管内スポーツ指導者研修会＜稚内

会場＞（兼）稚内市スポーツ指導者研修会，稚内大谷高校，2015. 3. 15．

・永谷稔：シンポジスト，バレーボールのスカウティング・コーチング・タクティクス，テー

マセッションⅠスポーツのわざ，しごと能力研究学会第8回全国大会，2015. 11. 22．

・和史朗：中堅教員のキャリアデザイン−「これまでの自分」と「これからの自分」−，平成

26年度10年経験者研修（特別支援学校）講演，北農健保会館，2015. 1. 

・和史朗：子どもの行動の理解−応用行動分析の視点から−，北海道札幌養護学校冬季研修会

講演，北海道札幌養護学校，2015. 1. 

・和史朗：輝け！三笠の子ども達−いじめのない街づくりをめざして−，北海道三笠市いじめ

に関する研修会講演，三笠市公民館，2015. 1. 

・和史朗：児童の行動理解，三笠市立三笠小学校特別支援教育研修会講演，三笠市立三笠小学
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校，2015. 1. 

・和史朗：行動の「なぜ？」を考えよう−応用行動分析から学ぶ−，北海道学習障害児・者親

の会クローバー主催公開講演会講演，札幌エルプラザ，2015. 4. 

・和史朗：児童生徒の主体的な参加を目指した授業づくり，北海道真駒内養護学校全校研修会

講演，北海道真駒内養護学校，2015. 7. 

・和史朗：問題行動の理解と対応−ABA（応用行動分析）からのアプローチ−，北海道紋別

高等養護学校夏季研修会講演，北海道紋別高等養護学校，2015. 7. 

・和史朗：未来につながる今を見据えた授業づくり，第37回 北海道特別支援教育研究協議会

　道東地区研究大会（釧路大会）講演，北海道釧路養護学校，2015. 7. 

・和史朗：児童生徒の行動理解と行動形成−ABA（応用行動分析）からのアプローチ−，肢

体不自由教育専門性向上セミナー講演，北海道拓北養護学校，2015. 7. 

・和史朗：障がいのある児童・生徒が体育で取り組みやすい運動，江別市教育研究会障がい児

教育部会 学習会講師，江別市立大麻東中学校，2015. 8. 

・和史朗：特別に支援や配慮が必要な児童生徒への対応，長沼町特別支援教育推進会議研修会

講演，長沼町役場，2015. 9. 

・和史朗：応用行動分析から学ぶ−「行動のなぜ？」を考えてみようPART2−，室蘭LDを

考える会 教育講演会講演，胆振地方男女平等参画センター，2015. 11. 

・和史朗：子どもの行動の意味と捉え方−ABA（応用行動分析）からのアプローチ−，北海

道白糠養護学校PTA研修会講演，北海道白糠養護学校，2015. 11. 

・和史朗：問題行動の理解と対応，免許状更新講習（選択領域）特別支援教育，北翔大学，2015. 8. 

・西村貴之：第8回学習講座講師，教育と福祉のはざまに生きる子ども支援を考える，北海道

寄宿舎研究会，北海道大学，2015. 7. 30.

・西村貴之：教育免許状更新講習，北翔大学，2015. 8. 5.

・花井篤子：スポルクラブ講師，アクアフィットネス教室，北方圏生涯スポーツ研究センター，

2015年5月〜11月.

・花井篤子：スポル・スポーツ教育学科共同主催公開講座，アクアフィットネスを活用した多

世代間交流プログラム，北方圏生涯スポーツ研究センター，2015. 8. 1.

・花井篤子：高大連携事業恵庭南高等学校対象専門演習，北方圏生涯スポーツ研究センター，

2015年8月31日.

・花井篤子：出張講義，スポーツ科学入門，札幌啓北商業高校，2015年11月4日.

・花井篤子：高大連携事業出張講義，スポーツ科学入門，恵庭南高等学校，2015年12月1日.

・廣田修平：平成26年度10年経験者研修（高等学校），道教委計画研修【Ⅱ期】（器械運動），

北海道教育庁，北海道江別市北翔大学，2015. 1. 5.

・廣田修平：スポーツ運動学，北翔大学高大連携事業，恵庭南高校，2015. 6. 22.

・廣田修平：真のスポーツマンシップとは，静内高校，2015. 11. 5.
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・水野信太郎：講演，イギリス流の技術と煉瓦建築，N43赤煉瓦塾　第88回　赤れんがセミナー

平成26年度　第２回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　44，主催：N43赤煉瓦塾，会場：

北海道江別市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ，2015. 1. 10.

・水野信太郎：講演，江別を舞台にした小説「魔女は月曜日に嘘をつく」，N43赤煉瓦塾　第

89回　赤れんがセミナー　平成26年度　第３回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　45，

主催：N43赤煉瓦塾，会場：北海道江別市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ，2015. 

3. 7.

・水野信太郎：講演，ドイツとアメリカの煉瓦建築作品，N43赤煉瓦塾　第89回　赤れんがセ

ミナー　平成26年度　第３回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　46，主催：N43赤煉瓦

塾，会場：北海道江別市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ，2015. 3. 7.

・水野信太郎：講演，大学生のものづくり体験学習　−たたら製鉄・ミニチュア煉瓦アーチ積・

ピザ窯構築・煉瓦ドミノ−，中部産業遺産研究会　第133回定例研究会，主催：中部産業遺

産研究会，会場：大同大学滝春校舎本館14F交流会室，2015. 3. 22.

・水野信太郎：講演，啄木とのゆかりに連なる青年たち　−賢治・南吉・道造−，主催:さっ

ぽろ啄木を愛する会，会場：KKRホテル2階，2015. 4. 25.

・水野信太郎：講演，「舞鶴と戦争そして煉瓦」①　西洋列強の軍事脅威　黒船ショック，平

成27年度　第１回　舞鶴市立赤れんが博物館市民講座，主催：舞鶴市立赤れんが博物館，会

場：京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館　2階　研修室１，2015. 5. 17.

・水野信太郎：講演，北翔大スポーツ学生のものづくり体験　−ピザ窯構築・煉瓦ドミノ倒し・

蒸気ボイラー・木版画−，中部産業遺産研究会　第134回定例研究会，主催：中部産業遺産

研究会，会場：名城大学名駅サテライト，2015. 5. 17.

・水野信太郎：講演，煉瓦あれこれ，主催：江別ロータリークラブ，会場:江別市民会館　３階，

2015. 7. 23.

・水野信太郎：講演，「舞鶴と戦争そして煉瓦」②　日本海側の国防戦略　日露戦争，平成27

年度　第２回　舞鶴市立赤れんが博物館市民講座，主催：舞鶴市立赤れんが博物館，会場：

京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館　２階　研修室１，2015. 9. 26.

・水野信太郎：講演，「舞鶴と戦争そして煉瓦」③　世界大戦の新時代　欧州大戦，平成27年

度　第３回　舞鶴市立赤れんが博物館市民講座，主催:舞鶴市立赤れんが博物館，会場:京都

府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館　２階　研修室１，2015. 10. 31.

・水野信太郎：講演，盛岡の啄木，花巻の賢治　そして愛知の南吉とまちづくり，北翔大学ポ

ルト（平成27年度）市民講座，主催:北翔大学北方圏学術情報センター，会場：北翔大学北

方圏学術情報センター（ポルト）５階　会議室Ｄ，2015. 12. 13.

・横山茜理：「大学で学ぶ実技−バスケットボール−」，出張講義，鵡川高校，2015. 3. 19.

・横山茜理：「専門演習」，北翔大学高大連携事業，恵庭南高校，2015. 9. 1.

・吉田真：ソチ五輪を振り返って・本部トレーナー帯同記，江別市聚落学園，北海道江別市え
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ぽあホール，2015. 2. 19.

・吉田真：出張講義「成長期のケガの特徴とその予防法」，札幌大谷高等学校， 2015. 9. 2.

・吉田真：第28回ユニバーシアード競技大会（2015／光州）トレーナー帯同報告会（講師），

北翔大学トレーナー部，北翔大学，2015. 10. 15.

・吉田真：出張講義「成長期のケガの特徴とその予防法」，網走桂陽高等学校， 2015. 12. 17.

・吉田昌弘：第1回北海道運動器理学療法フォーラム（シンポジスト），北海道運動器理学療法

フォーラム実行委員，札幌医科大学，2015. 3. 8.

・吉田昌弘：第11回Sports Physical Therapy Seminar（スポーツ理学療法セミナー）足関節

疾患のリハビリテーションの科学的基礎（講師），（株） GLAB，横浜市教育会館，2015. 3. 

21.

・吉田昌弘：第27回ユニバーシアード冬季競技大会トレーナー帯同報告会（講師），北翔大学

トレーナー部，北翔大学，2015. 4. 27.

・吉田昌弘：第23回北海道・東北高等学校　体育学科・コース連絡協議会・研究大会（公開授

業:アスリートのためのコンディショニング理論），北海道教育委員会，北海道恵庭南高等学

校学，2015. 6. 26.

・吉田昌弘：出張講義「スポーツ選手のコンディショニング」，北海道利尻高等学校， 2015. 9. 

17.

⑦社会貢献・フィールド活動（各種審議会委員，オリンピックトレーニングトレーナー，医学

サポートチームスタッフ）

・青木康太朗：北海道アウトドアプロデューススクール専門委員会，委員，NPO法人モモン

ガくらぶ，2013. 4. 1〜現在.

・青木康太朗：日本生涯教育学会北海道支部，事務局長，2014. 4〜現在.

・青木康太朗：北海道キャンプ協会，理事（広報担当），2015. 6〜現在.

・青木康太朗：日本キャンプ協会設立50周年記念事業キャンプ白書部会，委員，日本キャンプ

協会，2015. 5. 1〜2017. 3. 31.

・青木康太朗：月形町創生総合戦略審議会，委員，月形町，2015. 6. 16〜2017. 6. 15.

・青木康太朗：生涯学習実践支援事業検討会議，委員，北海道教育委員会，2015. 7. 28〜2016. 

3. 31.

・青木康太朗：日高体験活動連携推進会議，会長，国立日高青少年自然の家，2015. 11. 10〜

2016. 3. 31.

・小田史郎，上田知行，小坂井留美，井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事

業　体力アップ　チャレンジ教室　ゴルポッカ」，スタッフ，2015. 1. 17.

・本多理紗，井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレ

ンジ教室」，スタッフ，2015. 3. 16.
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・上田知行，竹田唯史，井出幸二郎，増山尚美：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業

　町民体力測定」，体力測定スタッフ，2015. 5. 17.

・上田知行，井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　ヘルシーミーティン

グ」，スタッフ，2015. 6. 21.

・井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレンジ教室 

ウォーキング大会」，スタッフ，2015. 10. 12.

・上田知行：（NPO）日本健康運動指導士会北海道支部，理事・事務局長，（NPO）日本健康

運動指導士会，2004. 4〜現在.

・上田知行：（NPO）北海道水中運動協会，理事・事務局長，（NPO）北海道水中運動協会，

2003. 4〜現在.

・上田知行：（NPO）ソーシャルビジネス推進センター，理事，（NPO）ソーシャルビジネス

推進センター，2012. 5〜現在.

・上田知行：寿都町運動促進委員会，委員長，寿都町教育委員会，平成27年5月〜平成28年3月，

寿都町.

・小坂井留美，上田知行，竹田唯史：赤平市子ども体力測定会＆走り方教室，スタッフ，赤平

市教育委員会，赤平市，2015. 5. 9.

・小坂井留美，上田知行：赤平市スマイルウォーキング，スタッフ，赤平市教育委員会，赤平

市，2015. 10. 12.

・小田史郎：「月形町ヘルシーアカデミー・ゴルポッカ講習会」講師，2015. 1. 17.

・小田史郎：「ウィンターフェスタin 大倉山2015」，ゴルポッカ体験会講師，2015. 2. 8. 

・小田史郎：あかびら・地域まるごと元気アッププログラム「ゴルポッカ大会」運営スタッフ，

2015. 2. 21. 

・小田史郎，小坂井留美：生涯スポーツ学部公開講座：「今日からできる健康づくりで，長寿

社会を元気に過ごそう！」，2015. 10. 31. 

・小田史郎：健康福祉フォーラム「認知症予防を学ぶ」，パネルディスカッション・パネリスト，

2015. 12. 19. 

・梶晴美：札幌市はつらつシニアサポート事業評価委員会，委員，札幌市保健福祉局高齢福祉

部，2年.

・梶晴美：北海道障がい者就労支援推進委員会，副委員長，北海道保健福祉部福祉局，2年.

・梶晴美：指定法人事業評価委員会，委員長，北海道保健福祉部福祉局，1年.

・粥川道子：子どもゆめ基金審査委員会，専門委員，独立行政法人国立青少年教育振興機構，

2012. 11〜2015. 11，東京.

・粥川道子：国立日高青少年自然の家施設業務運営委員会，委員，独立行政法人国立青少年教

育振興機構国立日高青少年自然の家，2011. 4〜現在，日高町.

・粥川道子：札幌市青少年山の家運営協議会，委員，公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協
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会（札幌市青少年山の家指定管理者），2015. 4〜現在，札幌市.

・粥川道子：北海道YMCAウェルネス委員会，委員，公益財団法人北海道YMCA，1992. 6〜

現在，北海道.

・粥川道子：北海道YMCA評議委員会，委員，公益財団法人北海道YMCA，2015. 6〜現在，

北海道.

・粥川道子：北海道キャンプ協会，会長，北海道キャンプ協会，2015. 6〜現在，北海道.

・粥川道子：NPO法人ネイチャープログラムデザイン，副理事長，NPO法人ネイチャープロ

グラムデザイン，2009. 7〜現在，札幌市.

・川初清典：日本体力医学会評議員会，委員，日本体力医学会，昭和62年より継続，東京.

・川初清典：日本運動生理学会評議員会，委員，日本運動生理学会，昭和63年より継続，筑波.

・川初清典：北海道心臓リハビリテーション研究会，幹事，北海道心臓リハビリテーション研

究会，平成16年より継続，札幌.

・川初清典：日本臨床運動療法学会評議員会，委員，平成22年より継続，東京.

・川初清典：高所トレーニング環境システム研究会，専門委員・理事，高所トレーニング環境

システム研究会，：平成27年3月退任，東京.

・川初清典：札幌市健康づくり推進協議会， 会長，札幌市，平成27年3月退任，札幌.

・川初清典：一般財団法人さっぽろ健康スポーツ財団，評議員，一般財団法人さっぽろ健康ス

ポーツ財団，平成25年より継続，札幌.

・川初清典：札幌圏域地域・職域連携推進連絡会札幌部会，部会長，札幌市，平成27年３月退任.

・川初清典：小樽市保健福祉局健康づくり推進事業アドヴァイザー，アドヴァイザー，小樽市，

平成16年より継続，小樽.

・川初清典：公益財団法人北海道健康づくり財団「すこやかロード認定委員会」，委員長，公

益財団法人北海道健康づくり財団，平成18年より継続，札幌.

・川初清典：北海道大学科研費アドヴァイザー，アドヴァイザー，北海道大学，平成27年7月

〜12月，札幌.

・川初清典：独立行政法人日本学術振興会科学研究費専門委員会，審査委員，独立行政法人日

本学術振興会，平成27年3月まで（平成27年7月，委員名の開示・公表：独立行政法人日本学

術振興会HP），東京.

・川初清典：独立行政法人全国健康保険協会北海道支部「健康づくり推進協議会」，会長，独

立行政法人全国健康保険協会北海道支部，平成22年より継続，札幌.

・菊地はるひ：日本エアロビック連盟主催　ナショナルキャンプ2015　中央講師，2015. 1. 31

〜2. 8.

・菊地はるひ：FIG（国際体操連盟）ワールドカップポルトガル大会　日本選手団長，コーチ，

Cantanhede, Portugal， 2015. 2. 27〜3. 1.

・菊地はるひ：スズキワールドカップ2015第26回世界エアロビック選手権大会兼FIG（国際体
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操連盟）ワールドカップ東京大会　審判員，東京，2015. 4. 4〜5.

・菊地はるひ：FIG（国際体操連盟）ワールドカップブルガリア大会　審判員，コーチ，Borovets, 

Bulgaria， 2015. 5. 1〜3.

・菊地はるひ：スポーツエアロビック2015北海道大会　主任審判員，北海道江別市，2015. 7. 

26.

・菊地はるひ：日本エアロビック連盟日本代表夏季強化合宿　強化スタッフ，2015. 8. 10〜15.

・菊地はるひ：スズキジャパンカップ2015北海道地区大会　主任審判員，北海道江別市，2015. 10. 4.

・菊地はるひ：スズキジャパンカップ2015全国大会　最高主任審判員，東京都大田区，2015. 11. 1.

・菊地はるひ：国際体操連盟認定エアロビック競技国際審判員，1998〜現在，国際体操連盟.

・菊地はるひ：日本エアロビック連盟審判委員会　委員長，日本エアロビック連盟，2001. 10

〜現在.

・菊地はるひ：北海道エアロビック連盟，理事，北海道エアロビック連盟，2000. 4〜現在.

・菊地はるひ：北海道体育協会評議員選出委員，北海道体育協会，2015. 4〜現在.

・黒澤直子：日本認知症ケア学会，代議員，2008. 5. 18〜現在.

・黒澤直子：日本認知症ケア学会北海道地域部会，委員，2006. 1. 1〜現在.

・小坂井留美：独立行政法人　国立長寿医療研究センター　社会科学研究センター　NILS-

LSA活用研究室， 客員研究員，2012. 4. 1〜現在. 

・小坂井留美：あかびら・地域まるごと元気アッププログラム，講師・スタッフ，赤平市，

2012. 6〜現在.

・小坂井留美：内部障害リハビリテーションフォーラム，実行委員，2013. 4. 1〜現在.

・小坂井留美：International Journal of Sport and Health Science，編集幹事，日本体育学会，

2013. 4. 1〜2015. 3. 31.

・小坂井留美：日本体育学会，幹事，2013. 6. 8. 〜2015. 6. 8.

・小坂井留美：日本栄養改善学会北海道支部会，幹事，2014. 4. 1. 〜現在. 

・小坂井留美：社会福祉法人　至誠ホーム，特任研究員，2014. 4. 1. 〜現在. 

・佐藤至英：日本教育カウンセラー協会，理事，日本教育カウンセラー協会， 2013. 4. 1. 〜現在. 

・佐藤至英：日本福祉心理学会，理事，日本福祉心理学会， 2013. 4. 1. 〜現在. 

・佐藤至英：認定心理士資格認定委員会，委員，日本心理学会，2012. 10. 1〜2015. 10. 31. 

・佐藤至英：札幌市社会福祉士福祉審議会低所得者福祉専門分科会，委員，札幌市，2013. 4. 1. 〜

現在. 

・佐藤至英：札幌市まなびのサポート事業選定委員会，委員，札幌市，2013. 4. 1〜現在. 

・杉岡品子：一般財団法人江別市スポーツ振興財団評議員，一般財団法人江別市スポーツ振興

財団， 2015. 5. 〜現在，江別市. 

・杉岡品子：日本森田療法学会編集委員，日本森田療法学会， 2015. 6. 〜現在. 

・杉岡品子：日本野外教育学会広報委員，日本野外教育学会， 2015. 9. 〜現在. 
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・竹田唯史：札幌市スポーツ振興基金助成選考委員会委員，2008. 4. 〜現在.

・竹田唯史：札幌スキー連盟　評議員，2003. 4. 〜現在.

・竹田唯史：日本スキー学会　理事　2000. 4. 〜現在.

・竹田唯史：北海道体力向上連絡協議会　委員　2013. 6. 〜現在.

・永谷稔：北海道体育学会，理事.

・永谷稔：日本バレーボール協会，強化委員，日本バレーボール協会.

・永谷稔：日本オリンピック委員会，強化スタッフ（バレーボール），日本オリンピック委員会.

・永谷稔：日本アンチドーピング機構，ドーピングコントロールオフィサー，日本アンチドー

ピング機構.

・永谷稔：北海道バレーボール協会一貫指導委員会指導部副部長，強化部部員.

・永谷稔：北海道大学バレーボール連盟，常任理事，強化部員，指導普及部長，北海道大学バ

レーボール連盟.

・永谷稔：江別バレーボール協会，副理事長，江別バレーボール協会.

・和史朗：北海道特別支援教育学会副会長，北海道特別支援教育学会，2010. 7. 〜現在．

・和史朗：NPO法人つばさ応援団理事，NPO法人つばさ応援団、2006. 5〜現在．

・和史朗：北海道公立学校スクールカウンセラー，北海道教育委員会、2007. 2〜現在．

・和史朗：北海道三笠市小中学校スクールカウンセラー，北海道三笠市教育委員会、2007. 4. 〜

現在．

・和史朗：北海道岩見沢高等養護学校学校評議委員会委員，北海道教育委員会、2007. 2. 〜現在．

・和史朗：北海道三笠市就学指導委員会委員，三笠市教育委員会、2008. 10. 〜現在．

・和史朗：YOSAKOIソーランチーム「動・夢・舞」代表，2012. 10. 〜現在．

・和史朗：北海道真駒内養護学校ゴロ野球チーム真駒内ファイターズ監督，2005. 4. 〜現在.

・花井篤子：札幌市保健福祉局，札幌市健康づくり推進協議会委員，2015年4月〜現在.

・花井篤子：高齢者体力づくり支援士資格講習会講師，公益財団法人体力つくり指導協会，

2004年4月〜現在.

・廣田修平：2015体操フェスティバルinほっかいどう，運営副委員長，北海道体操連盟，

2015. 11. 1. 北海道江別市北翔大学.

・水野信太郎：江別市環境審議会，委員，江別市，2008. 6. 〜2016. 5. 

・水野信太郎：江別市環境審議会，会長，江別市，2010. 6. 〜2016. 5. 

・水野信太郎：舞鶴市立赤れんが博物館，顧問，舞鶴市，1993. 11. 6. 〜2016. 3. 31.

・水野信太郎：日本建築学会，査読委員，日本建築学会，1995. 4. 1. 〜2016. 3. 31.

・水野信太郎：産業考古学会，評議員，産業考古学会，1997. 4. 1. 〜2016. 6. 

・水野信太郎：特定非営利活動法人「やきもの21」，理事長，北海道，2010. 6. 〜2016. 5. 

・横山茜理：北海道大学バスケットボール連盟，理事，強化委員会，広報委員会，2014. 5〜現在.

・横山茜理：北海道大学バスケットボール連盟，日本女子学生選抜バスケットボール大会　北
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海道女子チーム　コーチ，大阪大会，2015. 7. 3-5.

・吉田真：第28回ユニバーシアード競技大会（2015/光州），日本代表選手団本部メディカル

スタッフ，日本オリンピック委員会，2015. 6. 28-7. 15，韓国（光州）.

・吉田真：第４回日本アスレティックトレーニング学会学術集会，副実行委員長，2015. 7. 18

〜7. 19，流通経済大学新松戸キャンパス（千葉県）.

・吉田真：日本オリンピック委員会情報・医・科学専門部会医学サポート部門，部門員，日本

オリンピック委員会，2008. 1〜現在.

・吉田真：全日本スキー連盟NTC大倉山サポート部門，部会員，全日本スキー連盟，2008. 4

〜2015. 11.

・吉田真：全日本スキー連盟　情報・医・科学部　医科学サポート委員会　トレーナー小委員

会，委員長，2014. 8〜現在.

・吉田真：全日本スキー連盟　競技本部　NTC活用推進室，副室長，全日本スキー連盟，

2015. 11〜現在.

・吉田昌弘：第27回ユニバーシアード冬季競技大会（ショートトラックトレーナー），日本オ

リンピック委員会，2015. 2. 7-2. 16，スペイン（グラナダ）.

・吉田昌弘：ショートトラックワールドカップ第4戦（トレーナー帯同），日本スケート連盟，

2015. 12. 7-12. 14，中国（上海）.

・吉田昌弘：日本スケート連盟ショートトラック医科学スタッフ（トレーナー），公益財団法

人日本スケート連盟，2010. 9〜現在.

・吉田昌弘：日本スケート連盟医事委員会，トレーナー部会副部長，公益財団法人日本スケー

ト連盟，2015. 7〜現在. 

⑧受賞（学会優秀賞，奨励賞，その他）

・菊地はるひ：Excellent Judge Award （Aerobic Gymnastics）， 国際体操連盟，2015. 4. 30

・Nunome H, Inoue K, Shinkai H, Kozakai R, Suito H, Ikegami Y：Best Paper Award, 

Volume 17. A novel comparison between standard and new testing procedures to assess 

shock absorbency of third generation artificial turfs. Sports Engineering, DOI 10. 1007/

s12283-013-0146-7.

・廣田修平：第48回全日本シニア体操競技選手権大会男子２部個人総合９位，種目別つり輪３

位入賞，福井県鯖江市総合体育館，2015. 9. 22.

・Masahiro Yoshida：Best Poster Presentation Award, The characteristic of the angle of 

the ankle joint in individuals with chronic ankle instability during lateral hop maneuver, 

International Coaching Science Conference, Taiwan.




